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市政を問う
議会からあなたへ

速報！！議会報告会・意見交換会

12月

6月
9月 3月

今

回の
定例会は

今
回

の
定例会の内容

は



（２）２０１４　１８３号

質
問

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
考
え
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、　

名
の

２５

議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
考
え
を
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
地
方
分

権
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

き
ち
ん
と
推
進
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
定
数
を
ど
う
と
ら
え
て
い
く
か

難
し
い
課
題
で
す
。
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
で
、
来
年
９
月
の
改
選

時
期
ま
で
に
は
結
論
を
出
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

※
議
員
定
数
と
は

条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
議
会
の

構
成
員
数
を
い
い
ま
す
。
鹿
沼
市
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議
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報
告
会
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意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見
交交交交交交交交交交
換換換換換換換換換換
会会会会会会会会会会

意
見
交
換
会
ををををををををををを

開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

開
催
し
ま
し
た
。。。。。。。。。。。
特集
　今年度は議会報告会・意見交換会を
９地区、４３１名のご参加をいただき開催
いたしました。
　鹿沼市議会は、「議会基本条例」に基
づき、市民の皆様にわかりやすく開か
れた議会を目指して平成２４年より議会
報告会・意見交換会を開催しています。
議会のことをより知っていただくため、
市議会のしくみや、これまで取り組ん
できた議会改革の成果などを報告し、
参加者の皆様と直接意見を交換しまし
た。各会場では活発なやりとりが繰り
広げられましたが、ここでは議会に関
することを抜粋してご紹介します。

質
問

　

平
成　

年
に
議
員
提
案
で
制

２５

定
し
た
条
例
の
そ
の
後
の
効

果
・
進
捗
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

条
例
制
定
後
、「
歯
と
口
腔
の
健

康
づ
く
り
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
施
策
が
４
月
か
ら

動
き
出
し
て
い
ま
す
。
議
会
と
し
て

も
、
こ
れ
か
ら
検
証
作
業
を
進
め
、

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
定
数
に
つ
い
て

「
鹿
沼
市
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
推
進
条
例
」
に
つ
い
て

議
会
で
は
定
数
を
「
市
議
会
議
員

定
数
条
例
」
で　

人
と
し
て
い
ま

２６

す
。（
現
員
数　

人
）
ま
た
、「
鹿

２５

沼
市
議
会
基
本
条
例
」
で
は
「
議

員
定
数
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
市

民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な

検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
実
情
に
合
っ
た
も
の
と
す
る
。」

と
し
て
い
ま
す
。



（３） ２０１４　１８３号

　多数のご参加をいただき、住
民の方からご意見、ご要望を伺
うことができました。直接、お
話や意見交換をさせていただく
貴重な機会で得たことを、これ
からの活動に生かしていきたい
です。

　大勢の皆様にご来場いただき
ましてありがとうございまし
た。各会場で、たくさんのご要
望をいただきました。これらに
お応えできるよう、これからも
真 に議会活動に取り組んでい
きます。

　鹿沼市議会の今の姿を少しで
も皆さんにお伝えできたら幸い
です。厳しいご意見、激励のお
言葉を沢山いただきました。こ
れらを持ち帰り、政策への提言
や提案等にフィードバックさせ
ていきたいです。

　「開かれた議会」を目標にス
タートした議会報告会・意見交
換会ですが、３年目の開催とな
りました。今後も皆さんとの交
流を通して、議会の機能を高め、
活力ある発展を目指していきた
いと思います。

1班 2班

3班 4班

ご参加ありがとうございました。ご参加ありがとうございました。ご参加ありがとうございました。

赤坂班長 湯澤班長

船生班長 冨久田班長

も
っ
た
方
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
地
域
や
家
族
の
支

援
等
、
女
性
の
政
治
参
加
を
難
し
く

し
て
い
る
環
境
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
は
多
く
の
女
性
議
員
に
活

躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

質
問

　

現
在
の
市
議
会
は
、
女
性
議

員
が
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

現
在
、
女
性
議
員
は
２
名
で
確
か

に
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
課
題
の
山

積
す
る
市
政
に
取
り
組
ん
で
い
く
に

は
、
女
性
を
始
め
様
々
な
視
点
を

質
問

　

会
派
や
政
党
に
よ
っ
て
重
点

的
な
政
策
は
異
な
る
と
思
う
。

議
会
で
統
一
し
た
形
で
集
約
す

る
の
は
矛
盾
を
感
じ
る
。

　

以
前
か
ら
各
会
派
か
ら
予
算
要
望

を
し
て
い
て
、
そ
れ
は
政
策
要
望
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
今
年
度
は
、
各

常
任
委
員
会
で
調
査
検
討
し
て
き
た

こ
と
を
要
望
に
反
映
さ
せ
、
政
策
実

施
に
必
要
な
予
算
額
を
明
示
し
て
い

ま
す
。
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
予
算
編
成
に
お
け
る
市
長
、
議

会
の
権
限
を
踏
ま
え
、
議
会
全
体
と

し
て
統
一
し
た
要
望
を
行
う
こ
と
で

よ
り
効
果
的
に
市
政
運
営
に
寄
与
で

き
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

女
性
議
員
の
数
に
つ
い
て

予
算
要
望
に
つ
い
て

地区別参加者数
担当班女性男性参加者数地区期　日
２１６５４７０中　央７月４日（金）
４２２５２７菊　沢

７月８日（火）
１４８５８９加　蘇
３３４９５２東　部７月１０日（木）
２９４７５６北犬飼７月１１日（金）
４１２３９５１南押原

７月１５日（火）
１１１２５３６永　野
３１３０３１南　摩

７月１６日（水）
２３１６１９清　洲

６１３７０４３１合　　計

担当議員
担当議員　　　　　　◎班　長班

◎赤坂日出男・大貫　　毅・荒井　正行・谷中　恵子・
　筧　　則男・増渕　靖弘１

◎湯澤　英之・鈴木　敏雄・小林　　充・小島　　実・
　塩入　佳子・小松　英夫２

◎船生　哲夫・佐藤　　誠・津久井健吉・横尾　武男・
　橋本　正男・芳田　利雄３

◎冨久田耕平・舘野　裕昭・鰕原　一男・大島　久幸・
　小川　清正４



（４）２０１４　１８３号

市
政
を

問
う
6月定例会で15人が登壇

鹿沼市政について質問をしました

6/11～13
一問一答方式一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間質問時間
6060分
質問時間
60分

質　
　

問

　

基
本
的
な
考
え
方
、
早
期
に
着
手

す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

調
査
計
画
の
策
定
に
着
手
し

ま
す
。

　

地
籍
調
査
に
は
一
部
国
の
補
助
が

あ
る
も
の
の
、
多
額
の
費
用
、
職
員

の
人
件
費
負
担
が
生
じ
、
個
人
所
有

の
土
地
境
界
を
確
定
す
る
た
め
に
極

め
て
長
い
期
間
を
要
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
土
地
の
境

界
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
様
々
な

効
果
も
期
待
で
き
る
た
め
基
本
的
に

は
必
要
な
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
国
庫
補
助
事
業
な
の

で
、
事
業
費
の
う
ち
国
が　

％
、
栃

５０

木
県
が　

％
、
市
町
村
が　

％
の
負

２５

２５

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
負

担
分
の
８
割
が
特
別
交
付
税
措
置
の

対
象
で
す
。
着
手
し
た
場
合
、
鹿
沼

市
の
地
籍
調
査
対
象
面
積
は
約　

挨
４４０

で
、
平
成　

年
度
の
栃
木
県
内
平
均

２５

調
査
費
が
１
挨
あ
た
り
２
７
０
０
万

円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
事
業
費
は

約　

億
円
と
な
り
ま
す
。
完
了
ま
で

１２０
の
期
間
は
宇
都
宮
市
が
年
間
約
４
挨

の
進
捗
な
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
計

算
し
て
も　

年
か
か
り
、
長
期
間
の

１１０

取
り
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
、
今
年
度
中
に
調
査
計
画
の
策

定
に
着
手
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 島　久幸 議員

地
籍
調
査
に
つ
い
て
伺

地
籍
調
査
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

地籍調査とは

　主に市町村が主体になって国土
調査法に基づき、一筆ごとの土地に
ついて所有者・地番・地目を調査し、
境界を確認して測量を行い、地籍
図・地籍簿を作成する調査。現在、
法務局にある公図や登記簿は、明治
時代に作られたものが多く含まれてお
り、当時の測量技術の未熟さや長い
年月の経過により土地の利用形態も
変わったことから、公図と現況では、
ずれが生じている場合があります。

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）



（５） ２０１４　１８３号

　

県
内
で
リ
ス
ク
検
診
を
導
入
し
て

い
る
市
と
そ
の
実
績
を
示
せ
。
導
入

し
た
場
合
の
経
費
、
導
入
に
対
す
る

市
の
考
え
を
伺
う
。

導
入
に
向
け
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
実
施
し
て

い
る
の
は
足
利
市
、
佐
野
市
、
大
田

原
市
、
下
野
市
の
４
市
、
平
成　

年
２６

度
に
は
更
に
６
市
が
導
入
し
ま
す
。

受
診
率
は
足
利
市
は　

％
、
佐
野
市

１.６

が　

％
、
大
田
原
市
が　

％
、
下
野

８.７

２５.５

市
が　

％
で
し
た
。
鹿
沼
市
が
胃
が

１３.３

ん
リ
ス
ク
検
診
を
実
施
し
た
場
合
、

約
４
０
０
万
円
程
度
の
予
算
が
必
要

に
な
る
と
想
定
し
ま
す
。

　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
は
、
胃
が
ん

そ
の
も
の
を
発
見
す
る
検
査
で
は
な

い
た
め
、
胃
が
ん
、
胃
潰
瘍
を
見
逃

す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
胃

が
ん
の
可
能
性
が
低
い
と
判
定
さ
れ

て
も
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
事
例
も
あ

り
ま
す
。

　

鹿
沼
市
の
胃
が
ん
検
診
は
、
国
の

定
め
る
が
ん
検
診
の
指
針
に
基
づ
き
、

胃
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
の
受
診
を
続
け

て
い
き
ま
す
が
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

診
の
必
要
性
も
十
分
に
理
解
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
他
の
自
治
体
の
実

績
を
見
極
め
つ
つ
、
自
己
負
担
の
在

り
方
も
含
め
、
導
入
に
向
け
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　敏雄 議員

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
）に
つ
い
て
伺
う

鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕 原　一男 議員

粟
野
第
一
小
学
校

粟
野
第
一
小
学
校
にに

つ
い
て
伺

つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

▲「木のまち鹿沼」の力を結集して建設しました。

　
「
木
の
ま
ち
鹿
沼
」を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
優
良
木
造
施
設
と
し
て
受
賞

を
目
指
す
考
え
は
な
い
か
、
ま
た
粟

野
地
区
が
一
体
感
の
持
て
る
校
名
に

変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
。

優
良
木
造
施
設
に
選
ば
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　

粟
野
第
一
小
学
校
校
舎
は
地
材
地

建
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
木
の
ま
ち
鹿

沼
の
力
を
結
集
し
て
建
設
し
た
施
設

で
、
全
国
に
誇
れ
る
木
造
施
設
に

な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
文
部
科
学

２５省
主
催
の
「
木
材
を
活
用
し
た
学
校

施
設
づ
く
り
講
習
会
」
で
は
担
当
職

員
が
講
演
を
行
い
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
木
造
施
設
の
よ
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
平
成　

年
度
は
建

２５

設
中
の
作
業
現
場
を
、
平
成　

年
６

２６

月
に
は
完
成
し
た
校
舎
の
見
学
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
施
設
が

完
成
し
た
後
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
を
進
め
、
木
材
利

用
推
進
中
央
協
議
会
主
催
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
優
良
木
造
施
設
に
選
ば

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

学
校
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
学
校
の
統
合
等
に
よ
る
名
称

変
更
の
事
例
を
踏
ま
え
、
保
護
者
や

地
元
、
関
係
者
の
意
向
を
十
分
に
聞

き
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質　
　

問

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

答　
　

弁
（
市
長
）

胃がんリスク検診（ＡＢＣ検診）とは

　血液検査でヘリコバクターピロリ菌
感染の有無と血清ペプシノゲン値に
よる胃の委縮度（老化度）の２点を
測定し、どのくらい胃がんにかかりや
すい状態にあるかを判定する検査で
す。判定により胃疾患にかかるリスク
をＡからＤに分類し、リスクに応じた
対処方法によって、胃がん発生を予
防し早期発見につなげます。胃がんリ
スク検診は胃がんそのものを見つけ
る検査ではありません。



（６）２０１４　１８３号

　

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
対
策
と
支

援
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
機
の
貸
与
事
業

②
要
介
護
者
へ
の
支
援
制
度

認
知
症
対
策
や
支
援
制
度
の

あ
り
方
を
十
分
検
討
し
ま
す
。

　

①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
機
の
貸
与
事
業
は
、

県
内
で
は
宇
都
宮
市
、
足
利
市
、
佐

野
市
、
大
田
原
市
、
下
野
市
、
那
珂

川
町
の
６
市
町
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
位
置
探
索
端
末

機
を
認
知
症
高
齢
者
に
携
帯
さ
せ
、

徘
徊
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
場

合
、
パ
ソ
コ
ン
等
で
位
置
を
確
認
で

き
る
も
の
で
、
そ
の
経
費
の
一
部
を

市
町
が
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

②
認
知
症
を
含
め
、
要
介
護
高
齢

者
と
そ
の
家
族
へ
の
鹿
沼
市
の
支
援

と
し
て
は
、
寝
た
き
り
老
人
等
へ
の

紙
お
む
つ
支
給
や
、
食
の
自
立
支
援

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
要
介

護
４
ま
た
は
５
の
高
齢
者
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
介
護
者
に
対
し
て
介

護
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
認
知

症
高
齢
者
の
徘
徊
対
策
に
は
、
家
庭

で
衣
類
に
氏
名
を
記
載
し
た
り
、
地

域
で
の
見
守
り
も
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
本
年
度
は
「
い
き
い

き
か
ぬ
ま
長
寿
計
画
」
の
見
直
し
の

年
な
の
で
、
認
知
症
対
策
や
支
援
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
十
分
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 林　　充 議員

認
知
症
問
題
に
つ
い
て
伺
う

　　

校
内
プ
ー
ル
が
使
用
可
能
な
中
学

校
と
不
可
能
な
中
学
校
で
水
泳
授
業

が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
配
置

し
授
業
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

　

鹿
沼
市
内
の
中
学
校
で
校
内
プ
ー

ル
が
使
用
可
能
な
学
校
は
６
校
、
不

可
能
な
学
校
は
４
校
で
す
。
校
内

プ
ー
ル
が
使
用
可
能
な
学
校
で
は
各

学
校
の
年
間
指
導
計
画
に
基
づ
き
、

８
時
間
か
ら　

時
間
授
業
を
実
施
し

１２

て
い
ま
す
。
校
内
プ
ー
ル
が
使
用
不

可
能
な
学
校
は
、
鹿
沼
運
動
公
園
温

水
プ
ー
ル
と
、
千
手
山
公
園
市
民

プ
ー
ル
の
ど
ち
ら
か
を
利
用
し
、
第

１
学
年
、
も
し
く
は
２
学
年
の
ど
ち

ら
か
で
年
間
最
低　

時
間
の
利
用
が

１０

で
き
る
よ
う
施
設
と
バ
ス
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
で
は
水
泳
は
第
１

学
年
も
し
く
は
２
学
年
で
必
修
、
３

学
年
で
は
水
泳
は
選
択
肢
の
一
つ
で

必
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
泳
の
授

業
の
課
題
と
し
て
は
屋
外
プ
ー
ル
使

用
の
場
合
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た

め
計
画
し
た
授
業
時
間
数
が
確
保
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度

か
ら
試
行
的
に
学
校
の
要
望
に
応
じ

て
水
泳
の
専
門
知
識
や
技
能
を
有
す

る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
配
置
し
、

授
業
支
援
を
行
な
う
予
定
で
す
。

塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩 入　佳子 議員

学
校
体
育
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲地域での見守りも大変重要です。 ▲校内プール

答　
　

弁
（
教
育
長
）

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）



（７） ２０１４　１８３号

　

建
設
場
所
の
決
定
理
由
、
情
報
開

示
、
議
会
の
意
思
が
ど
の
よ
う
に
考

慮
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

慎
重
に
合
意
形
成
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

庁
舎
整
備
の
推
進
は
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
と
ら
え
て
市
民
の
意
見
を
集

約
し
、
合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
特
に
庁
舎
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
市
民
に
対
す
る
説
明

責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
検
討
結
果
を

明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
不
透
明
感
が

残
ら
ぬ
よ
う
合
意
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

庁
舎
の
位
置
は
最
大
の
懸
案
で
、

鹿
沼
市
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
か
ら

も
２
カ
所
併
記
で
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
投
票
は
、
市
民
の
間
に
感
情
的

な
対
立
や
混
乱
を
招
く
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
慎

重
に
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
基
本
に
し
、
実
施
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　

各
議
員
が
行
っ
た
、
整
備
パ
タ
ー

ン
、
位
置
に
関
す
る
評
価
は
、
鹿
沼

市
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
か
ら
の
答

申
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

鹿
沼
市
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
に
お

け
る
位
置
の
評
価
は
市
議
会
代
表
の

委
員
と
し
て
参
加
し
た
議
長
が
、
議

員
の
行
な
っ
た
評
価
結
果
に
基
づ
き
、

議
会
の
総
意
と
し
て
評
価
を
行
っ
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

増増増増増増増増増増増 渕　靖弘 議員

新
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
伺
う

　

林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

様
々
な
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

鹿
沼
市
の
森
林
を
健
全
に
循
環
さ

さ
て
い
く
に
は
森
林
資
源
を
有
効
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
異
業
種
間
の
垂
直
連
携

に
よ
る
安
定
供
給
体
制
の
構
築
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
素
材
生
産
者
と
、

製
材
工
場
等
が
情
報
や
課
題
を
共
有

し
活
用
し
て
、
流
通
業
、
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
、
建
築
業
者
等
と
調
整
を
図

り
、
流
通
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

鹿
沼
市
で
は
、
平
成　

年
７
月
に

２４

「
鹿
沼
市
公
共
施
設
木
造
・
木
質
化

基
本
方
針
」
を
定
め
、
鹿
沼
産
材
の

供
給
を
原
則
に
、
市
で
発
注
す
る
公

共
施
設
や
公
共
物
へ
の
積
極
的
な
木

材
利
用
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
木
造
化
は
展
示
効
果
や
シ

ン
ボ
ル
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
地
場

産
材
の
Ｐ
Ｒ
効
果
、
木
材
利
用
の
重

要
性
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
市
庁

舎
等
の
大
規
模
で
、
不
特
定
多
数
の

人
が
利
用
す
る
建
築
物
は
主
要
構
造

部
の
防
火
構
造
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

木
質
化
は
、
地
場
産
材
を
基
本
に
内

装
等
、
利
用
者
の
目
に
触
れ
る
機
会

の
多
い
部
分
に
使
用
し
、
木
の
ま
ち

鹿
沼
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨 久田耕平 議員

林
業
政
策
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲木造・木質化された市内公共施設

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

まちの駅 新・鹿沼まちの駅　新・鹿沼宿宿粟野第一小学粟野第一小学校校
▲市内各地で「新庁舎整備基本構想（案）」の説明会が実施されました。

答　
　

弁
（
財
務
部
長
）



（８）２０１４　１８３号

　

制
度
改
正
に
よ
る
現
物
給
付
の
対

象
者
、
区
域
を
示
せ
。
ま
た
、
小
学

校
就
学
前
の
現
物
給
付
対
象
区
域
を

栃
木
県
内
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。

対
象
年
齢
の
拡
大
を
栃
木
県

に
要
望
し
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
対
象
者
を

２６

小
学
校
就
学
前
の
児
童
ま
で
拡
大
し

ま
し
た
。
ま
た
、
３
歳
未
満
は
栃
木

県
内
、
小
学
校
就
学
前
は
鹿
沼
市
内

が
現
物
給
付
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
実
績
で
は
、
こ
ど

２４

も
医
療
費
助
成
全
体
の
７
割
以
上
を

市
内
医
療
機
関
受
診
分
が
占
め
て
お

り
、
ま
た
３
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
年
齢
層
に
限
定
す
る
と
旧
西

方
町
地
域
を
含
め
た
市
内
医
療
機
関

で
の
受
診
件
数
が
約
９
割
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
７
月
か
ら

旧
西
方
町
地
区
の
医
療
機
関
等
も
対

象
に
す
る
よ
う
、
今
議
会
に
条
例
改

正
を
上
程
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
栃
木
県

内
の
市
町
間
で
格
差
が
生
じ
な
い
よ

う
、
栃
木
県
市
長
会
と
栃
木
県
町
村

会
が
共
同
で
現
物
給
付
の
対
象
年
齢

を
小
学
校
未
就
学
児
ま
で
拡
大
す
る

こ
と
を
栃
木
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

栃
木
県
も
協
議
を
進
め
る
考
え
を
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
の
実
現
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒 井　正行 議員

鹿
沼
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
伺
う

　

森
林
資
源
の
利
活
用
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
伺
う
。

①
雪
害
倒
木
、
間
伐
残
材
の
活
用

②
地
場
木
材
を
燃
料
と
す
る
、
ペ

レ
ッ
ト
、
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入

③
森
林
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

利
用
推
進
す
る
団
体
等
へ
の
支
援

今
後
も
調
査
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

①
間
伐
材
等
は
、
平
成　

年
３
月

２５

に
策
定
さ
れ
た
「
鹿
沼
市
森
林
・
木

材
活
用
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
へ
の
活
用
の
推
進
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
栃
木
県
や
栃
木
県
森
林
組
合
連
合

会
等
で
構
成
す
る
「
日
光
・
鹿
沼
地

区
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
検
討
委
員
会
」
に
参
画
し
、
発
電

等
の
燃
料
へ
の
利
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
栃

木
県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
調
査

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

②
公
共
施
設
に
お
け
る
ペ
レ
ッ
ト

等
の
利
用
に
つ
い
て
、
最
適
な
方
法
、

費
用
対
効
果
等
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

③
地
域
の
環
境
整
備
や
地
域
振
興

に
寄
与
す
る
活
動
で
あ
れ
ば
「
と
ち

ぎ
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
事
業
」

を
活
用
し
森
づ
く
り
活
動
団
体
と
し

て
運
営
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 島　　実 議員

森
林
資
源
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

こども医療費助成制度が
平成２６年７月診療分から変わりました。

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

▲森林資源の利活用を支援していきます。

答　
　

弁
（
市
長
）

平成２６年７月１日診療分から
年齢区分

栃木県外栃木県内鹿沼市内
※旧西方町含む

償還払い現物給付３歳未満

償還払い現物給付３歳～小学校
就学前

償還払い小学生・
中学生



（９） ２０１４　１８３号

　

河
川
の
減
災
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
氾
濫
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
の
把
握

②
堆
積
土
除
去
の
実
績
、
調
査

③
流
木
対
策

地
域
か
ら
の
情
報
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

①
市
が
管
理
す
る
準
用
河
川
や
普

通
河
川
で
、
堆
積
し
た
土
砂
に
よ
り

直
ち
に
氾
濫
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
の

把
握
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ

う
な
箇
所
が
あ
る
場
合
は
早
急
に
対

応
し
ま
す
。

　

②
平
成　

年
度
は　

カ
所
、
平
成

２３

１５

　

年
度
は
３
カ
所
、
平
成　

年
度
は

２４

２５

４
カ
所
の
堆
積
土
除
去
を
実
施
し
ま

し
た
。
堆
積
土
に
つ
い
て
独
自
の
調

査
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
元
や
隣

接
す
る
土
地
所
有
者
等
の
要
望
、
情

報
提
供
に
基
づ
き
現
地
調
査
を
行
い
、

河
川
の
流
れ
を
阻
害
し
、
周
辺
ま
た

は
下
流
域
へ
の
溢
水
被
害
等
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
、
堆
積
土
の
除
去
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
被
害
が

想
定
さ
れ
る
よ
う
な
場
所
の
情
報
を

地
域
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
現
地

調
査
を
実
施
し
、
被
害
対
策
を
講
じ

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

③
上
流
域
か
ら
の
流
木
が
予
想
さ

れ
る
箇
所
は
、
橋
梁
や
堰
周
辺
で
の

流
木
に
よ
る
溢
水
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
今
後
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

船船船船船船船船船船船 生　哲夫 議員

河
川
の
減
災
対
策
に

つ
い
て
伺
う

　

市
と
し
て
の
今
ま
で
の
関
わ
り
、

今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

要
望
活
動
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
ウ
ス

ト
は
、
ベ
イ
シ
ア
（
旧
い
せ
や
）
と
、

市
内
商
業
者
で
組
織
す
る
協
同
組
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
の
共
同
店
舗

と
し
て
平
成
元
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
平
成　

年
６
月
に
、
キ
ー
テ

２１

ナ
ン
ト
で
あ
る
ベ
イ
シ
ア
が
撤
退
し
、

そ
の
後
協
同
組
合
の
店
舗
も
撤
退
し

て
い
ま
す
。
鹿
沼
市
は
、
跡
地
が
大

型
商
業
施
設
の
立
地
で
き
る
数
少
な

い
場
所
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
所
有
者
や
栃
木
県
等
の
関
係

者
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
テ
ナ

ン
ト
誘
致
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
土
地
建
物
が
複
数
の
所
有
形

態
で
債
権
者
等
の
権
利
関
係
が
複
雑

で
あ
る
こ
と
や
、
賃
貸
料
の
折
り
合

い
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
等
に
よ
り

テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
が
実
現
で
き
て
い

な
い
状
況
で
す
。

　

昨
年
は
協
同
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ウ
ン
の
債
権
者
で
あ
る
栃
木
県
に
、

ス
ム
ー
ズ
な
テ
ナ
ン
ト
誘
導
で
き
る

よ
う
な
措
置
が
で
き
な
い
か
要
請
し

ま
し
た
。
今
後
も
跡
地
へ
商
業
施
設

の
誘
導
が
図
れ
る
よ
う
、
関
係
者
と

の
調
整
、
栃
木
県
へ
の
要
望
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　　毅 議員

旧
ベ
イ
シ
ア
跡
地
へ
の
商
業
施

設
等
の
誘
致
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲旧ベイシア跡地

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

答　
　

弁
（
都
市
建
設
部
長
）

河川とは

【一級河川】国土保全上又は、国民経済上特に
重要な水系に係わる河川で、国土交通大臣が
指定した河川のこと。
【二級河川】一級河川以外の水系で公共の利
害に重要な関係があるものに係わる河川で、都
道府県知事が指定した河川のこと。
【準用河川】一級河川および二級河川以外の
河川で、市町村長が指定し管理する河川のこと。
鹿沼市が管理する準用河川は西武子川（延長
４７５ｍ）・瀬戸川（延長４,３１０ｍ）の２河川です。
【普通河川】一級河川・二級河川準用河川以
外の公共の用に供される河川のこと。



（１０）２０１４　１８３号

　

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
機
器
入
れ

替
え
の
状
況
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に

よ
る
能
力
向
上
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
課
程
に
沿
っ
た
入
れ
替

え
を
検
討
し
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
は　

台
２０５７

（
校
務
用　

台
・
児
童
生
徒
用　

台
）

９３１

１１２６

で
更
新
済
み
が　

台
、
こ
の
ほ
か
新

１６３４

た
に　

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
置
し

９０

ま
し
た
。

　

小
中
学
校
の
調
べ
学
習
に
お
け
る
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
最
大
の
特
徴
は
持
ち

運
び
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
現
状
で

は
、
社
会
や
美
術
で
の
教
材
提
示
や

理
科
で
の
実
験
動
画
の
提
示
等
、
児

童
生
徒
に
映
像
を
見
せ
る
た
め
の
利

用
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
植
物

の
栽
培
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
内
蔵
の
カ
メ

ラ
を
利
用
し
、
画
像
つ
き
の
観
察
記

録
を
と
る
等
の
活
用
法
を
考
え
て
い

る
学
校
も
あ
り
、
調
べ
学
習
に
つ
い

て
の
能
力
の
向
上
は
図
ら
れ
る
と
考

え
ま
す
。
今
後
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
利

用
の
検
証
、
現
場
の
教
師
の
意
見
等

を
参
考
に
、
例
え
ば
小
学
校
で
は
触

れ
合
い
や
す
さ
、
場
所
に
と
ら
わ
れ

な
い
利
便
性
等
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
パ
ソ
コ
ン
を
中
心
に
入
れ
替
え
、

中
学
校
で
は
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ

コ
ン
に
す
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

課
程
に
沿
っ
た
入
れ
替
え
を
行
う
こ

と
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 松　英夫 議員

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
に

つ
い
て
伺
う

　
「
消
防
団
充
実
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
」に

お
け
る
重
点
項
目
、
具
体
的
な
事
例

を
伺
う
。
ま
た
、
安
全
装
備
品
の
整

備
計
画
を
示
せ
。

引
き
続
き
安
全
装
備
品
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ど
の
項
目
も
必
要
性
の
高
い
も
の

で
す
が
、
限
ら
れ
た
人
口
や
財
源
の

中
で
、
消
防
団
を
維
持
し
、
充
実
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
組
織
の
再
編

と
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
施
設
の
集
約
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
平

成　

年
度
か
ら
消
防
団
員
や
自
治
会

２５
役
員
の
方
々
と
の
意
見
交
換
会
を
板

荷
・
粕
尾
・
永
野
地
区
で
開
催
し
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域

消
防
防
災
力
の
維
持
に
努
め
な
が
ら

地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
消
防

団
組
織
の
再
編
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

平
成　

年
２
月
に
「
消
防
団
の
装

２６

備
の
基
準
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
安
全
装
備
品
の
個
別
の

整
備
計
画
は
策
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

平
成　

年
度
は
、
国
の
無
償
貸
与
や

２５

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済

基
金
の
助
成
事
業
を
活
用
し
、
救
命

胴
衣　

着
・
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー　

台

１８０

４０

を
配
備
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
新
た

な
装
備
の
基
準
に
基
づ
い
て
安
全
装

備
品
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷 中　恵子 議員

消
防
団
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

質　
　

問

▲地域消防防災力の維持に努めます。▲市内小中学校で使用されているタブレット端末

鹿沼市消防団充実強化ビジョンとは

　消防団員の活動しやすい環境整
備と地位向上を図ることを目指した、
９項目の施策が掲げられています。
●消防団組織の充実と再編●消防
団員確保の取り組み●女性消防団
員の任用●消防団員の処遇改善●
消防団員の負担軽減●消防団員の
安全確保対策●消防団のイメージ
アップ●地域コミュニティとの連
携●その他（消防団協力事業所表
示制度の拡充等）

答　
　

弁
（
消
防
長
）



（１１） ２０１４　１８３号

　

市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
を

市
役
所
に
改
装
し
、
現
在
地
に
は
彫

刻
屋
台
会
館
、
図
書
館
・
歴
史
資
料

館
等
を
建
設
し
誘
客
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
計
画
の
見
直
し
、
実
施

の
保
留
に
つ
い
て
市
の
所
見
を
伺
う
。

新
庁
舎
は
現
庁
舎
敷
地
に
建

設
す
る
こ
と
が
最
適
と
判
断

し
ま
し
た
。

　

庁
舎
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
本
市

が
目
指
す
こ
れ
ま
で
の
文
化
と
伝
統

を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
を
見
据
え
、
市
の
発
展
の
舞
台

と
な
っ
た
現
庁
舎
敷
地
に
建
設
す
る

こ
と
が
最
適
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

彫
刻
屋
台
展
示
施
設
は
歴
代
市
長

の
手
で
回
遊
を
基
本
に
誘
客
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
楽
し
く
回
遊

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
鹿
沼

ぶ
っ
つ
け
秋
祭
り
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し
、
国
内
外

に
向
け
て「
彫
刻
屋
台
の
ま
ち
鹿
沼
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

図
書
館
、
歴
史
資
料
館
等
に
つ
い

て
は
、
既
存
の
機
能
の
充
実
や
市
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
現
存
の

ま
ま
使
用
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

新
庁
舎
整
備
の
指
針
で
あ
る
「
新
庁

舎
整
備
推
進
基
本
構
想
（
案
）」
に
基

づ
き
、
ま
ず
は
基
本
計
画
作
成
に
向

け
て
着
実
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐 藤　　誠 議員

新
庁
舎
整
備
と
鹿
沼
市
の

未
来
と
国
際
的
な
責
任
を
伺
う

質　
　

問

　

介
護
保
険
制
度
の
改
悪
に
つ
い
て

市
の
所
見
を
伺
う
。

①
今
後
も
要
支
援
１
・
２
の
高
齢
者

が
訪
問
介
護
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
の
か

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
を
要

介
護
３
以
上
に
限
定
す
る
こ
と

今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

①
「
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法

案
」
で
は
、
訪
問
介
護
と
通
所
介
護

は
市
町
村
の
事
業
に
段
階
的
に
移
行

さ
れ
ま
す
。
市
町
村
の
体
制
整
備
、

担
い
手
確
保
等
の
ほ
か
、
市
町
村
の

裁
量
で
設
定
す
る
事
業
内
容
や
利
用

料
等
、
市
町
村
へ
の
負
担
増
加
や
地

域
間
格
差
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
法
案

の
内
容
を
十
分
精
査
・
検
証
し
な
が

ら
、
現
状
を
維
持
し
、
利
用
者
が
不

利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
「
第
６
期
い

き
い
き
か
ぬ
ま
長
寿
計
画
」
策
定
の

な
か
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

②
法
案
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
中
・

重
度
の
要
介
護
者
を
支
え
る
施
設
と

し
て
の
機
能
に
重
点
化
す
る
た
め
、

既
に
入
所
し
て
い
る
方
を
除
き
、
原

則
、
新
規
入
所
者
を
要
介
護
３
以
上

の
高
齢
者
に
限
定
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
居
住
系
施
設
の
整
備
を

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
検
討
し

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳 田　利雄 議員

社
会
保
障
改
悪
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

「医療介護総合確保推進法」の概要

○消費税増収分を活用した基金を
都道府県に設置

○医療・介護の連携強化のため厚
生労働大臣が基本方針を策定

○医療機関から報告された病床の
医療機能をもとに都道府県が地
域医療構想（ビジョン）を策定

○医師確保支援を行う地域医療支
援センターの機能の位置づけ

○地域支援事業の充実、全国一律
の予防給付（訪問介護・通所介

護）を地域支援事業に移行
○特別養護老人ホームの入所対象
の厳格化
○低所得者の保険料軽減を拡充
○一定以上の所得のある利用者の
自己負担を２割へ引き上げ

答　
　

弁
（
市
長
）

▲現庁舎敷地に新庁舎を建設します。

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）



（１２）２０１４　１８３号

意見書の提出人　事
　本会議で人事が決まりました。

　　　人権擁護委員
　　　　　　鈴木　改子（すずきかいこ・磯町）
　　　　　　福田　光代（ふくだみつよ・下粕尾）
　　　　　　杉山　哲之（すぎやまてつゆき･加園）

　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、対象と
なる医療がＢ型、Ｃ型肝炎ウイルスの減少を目的とし
たインターフェロン治療とＢ型肝炎の核酸アナログ製
剤治療に限定されているため、医療費助成の対象から
外れている患者が相当数にのぼる。特に、肝硬変・肝
がん患者は高額の医療費を負担せざるを得ないだけで
なく、就労不能の方も多く、生活に困難を来している。
　現在は肝硬変を中心とする肝疾患も身体障害者福祉
法上の障害認定（障害者手帳）の対象とされているも
のの、医学上の認定基準が極めて厳しいため、亡くな
る直前でなければ認定されないといった実態が報告さ
れるなど、現在の制度は、肝炎患者に対する生活支援
の実効性を発揮していないとの指摘がなされていると
ころである。
　他方、特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給
に関する特別措置法の制定時には「とりわけ肝硬変及
び肝がんの患者に対する医療費助成を含む支援の在り
方について検討を進めること」との附帯決議がなされ
た。しかし、国においては、肝硬変・肝がん患者に対
する医療費助成を含む生活支援について何ら新たな具
体的措置を講じていない。
　肝硬変・肝がん患者は、毎日１２０人以上の方が亡く
なっており、医療費助成を含む生活支援の実現は、一
刻の猶予もない課題である。
　よって本議会は下記事項を実現するよう強く要望す
る。

①ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を
創設すること。

②身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者
手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に応じた認定
制度にすること。

■議員案第５号　　ウイルス性肝炎患者に対する医療費
助成の拡充を求める意見書の提出に
ついて

議員案１件を可決し関係機関に送付しました

平成２６年第２回

6月定例会の結果

　人権擁護委員法に基づいて、日本の各市町村に設置される非常
勤職。法務大臣が委嘱する民間のボランティア。任期は３年で、
再任も可能。給与の支給はないが、職務を行うために要する費用
の弁償を受けることができる。日常生活の中で人権尊重思想の
普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済し、人権
を擁護していく活動をしている。

葛用語解説「人権擁護委員」

定例会で人事や意見書の提出が決まりました。

　　　鹿沼市固定資産評価審査委員会委員
　　　　　　石川　政明　（いしかわまさあき・上殿町）

　固定資産評価審査委員会は、固定資産課税台帳に登録された価
格に関する納税者の不服を公正、中立な立場で審査決定するため、
地方税法に基づき設置された第三者機関。委員は、鹿沼市の住民、
市民税の納税義務者、または固定資産の評価について学識経験を
有する者の中から、議会の同意を得て市長が選任する。

葛用語解説「固定資産評価審査委員会委員」

請願・陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情の善処
を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　Ａ４版、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成○年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名
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委員会等の活動報告 　

　平成２６年７月１６日、議長から市長へ予算要望書を提出しま
した。
　議会改革調査特別委員会の中間報告に基づいて、予算要望
事項の基本的な方針を定め、各常任委員会が要望事項の集約
を行いました。各常任委員会が担当部局の職員からの聞き取
り調査等を実施し、実施計画掲載事業、特定調査事件等を
様々な角度から検討し、各委員会が集約した予算要望案を７
月１６日の第１回予算委員会で議会の全体意志として決定しま
した。
　今回の予算要望では、各常任委員会が取り組んでいる特定
調査事件等を中心に、必要性があり、且つ確実な金額が出せ
るものについて要望額を記載する等、昨年の予算要望活動を
更に改善した内容になっています。

　平成２７年度予算の編成にあたっては、市民が希望に満ちた
生活を実感できるよう事業の選択と、効果的な予算編成を行
うとともに、特に要望書で提出した１１事業について必要十分
な予算を優先的に確保するよう要望しました。
・消防車両と資機材の整備
・洪水・土砂災害危険箇所の情報提供
・消防団の充実・強化
・堆肥化センターの施設改修、機材更新
・野生鳥獣被害の防止
・健康づくりの推進
・情報教育の推進
・第２次子どもの読書活動推進計画の推進
・橋梁の長寿命化対策
・河川（準用・普通河川）の維持管理
・ＪＲ鹿沼駅東側の整備、都市計画道路３・４・２１１鹿沼
駅東通りの整備

長年の市政発展に貢献した功績により表彰されました。
（議員１０年表彰）

全国市議会議長会からの表彰
　平成２６年５月１３日、議会改革調査特別委員会は、議長に宛
てて、中間報告を提出しました。
　付託された調査事項のうち、予算要望のあり方、議会改革
についての協議結果がまとめられています。特に、予算要望
のあり方については、下記が挙げられました。
・平成２７年度も議会として統一した要望をする。
・予算委員会を設置し、各常任委員会で取り組んでいる特
定調査事件など、要望を２ないし３件に絞る

・６月に執行部との話し合いを持ち７月に要望書を提出する。
・１１月に執行部からの中間報告を受け、意見交換を行い、
２月に執行部からの回答を受ける。

・要望額は必要性があり、且つ確実な金額が出せるものは、
要望額を記載する。

・政策要望は各会派で行う。
これに基づき、各常任委員会で予算要望の検討が行われました。

議会改革調査特別委員会の中間報告

増渕靖弘　議員 湯澤英之　議員

鰕原一男　議員 関口正一　議員

平成２７年度予算編成に関する要望書を提出しました
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市長提出議案１７件、議員提出議案１件が提出されました。
議員数２５名、表決参加議員数２４名（議長は表決には加わりません。）

提出議案について

議員の賛否を公表

専
決
処
分
事
項
（
条
例
）

議案４０　鹿沼市税条例の一部改正
地方税法の一部改正に伴い、肉用牛の売却所得に係る市民税

の免税期間の延長、耐震改修を行った家屋に係る固定資産税

の減額措置等を行うためのものです。

議案４１　鹿沼市都市計画税条例の一部改正
地方税法の一部改正に伴い、引用する同法の条項を整理する

ためのものです。

議案４２　鹿沼市国民健康保険税条例の一部改正
地方税法の一部改正に伴い、低所得世帯に対する国民健康保

険税の減額措置が適用される納税義務者の範囲を拡大するた

めのものです。

賛否の分かれた議案　　　　
議案５０　鹿沼市老人デイサービスセンター条例の廃止

賛　
　

成

【政和会】小林充・谷中恵子・関口正一・橋本正男
【鹿正会】筧則男・赤坂日出男・塩入佳子
【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉・増渕靖弘・横尾武男・
　　　　冨久田耕平
【みんなの党】舘野裕昭・小松英夫
【無所属市民の会】大島久幸・船生哲夫
【民主党】大貫毅・小川清正
【無所属】鰕原一男　
【日本共産党】芳田利雄
【未来クラブ】小島実・湯澤英之

反
対 【無所属】佐藤誠

議案５５　工事請負契約の締結　（１５ページをご覧ください。）

賛　
　

成

【政和会】小林充・谷中恵子・関口正一・橋本正男
【鹿正会】筧則男・赤坂日出男・塩入佳子
【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉・増渕靖弘・横尾武男・
　　　　冨久田耕平
【みんなの党】舘野裕昭・小松英夫
【無所属市民の会】大島久幸・船生哲夫
【民主党】大貫毅　【無所属】佐藤誠
【無所属】鰕原一男　　
【日本共産党】芳田利雄　　
【未来クラブ】小島実・湯澤英之

反
対 【民主党】小川清正

可決可決
賛成2

3名

反対  
1名賛成2
3名

反対  
1名

　全議員が賛成した議案（可決）　

専
決
処
分
事
項
（
補
正
予
算
）

議案４３　平成２５年度鹿沼市一般会計補正予算
補正額を３,３６８万５千円の減とし、予算総額を４０２億７,２１８万９

千円とします。

議案４４　平成２５年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正
予算

補正額を１億４,４７９万６千円の増とし、予算総額を１１８億８,９４０

万４千円とします。

議案４５　平成２５年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計
補正予算

歳入予算の更正

議案４６　平成２６年度鹿沼市一般会計補正予算
補正額を１８億６,７２０万４千円の増とし、予算総額を４１９億４,７２０

万４千円とします。（１５ページをご覧ください。）

条
例
の
一
部
改
正

議案４９　鹿沼市こども医療費助成に関する条例の一部
を改正する条例の一部改正

就学前のこどもが現物給付を受けることができる医療機関等
に、旧西方町の区域内に所在する医療機関等を加えるための
ものです。（１５ページをご覧ください。）

議案５６　鹿沼市火災予防条例の一部改正
（１５ページをご覧ください。）

条
例
制
定

議案４８　鹿沼市職員の配偶者同行休業に関する条例の
制定

地方公務員法の一部改正に伴い、職員が外国で勤務等をする
配偶者と生活を共にすることを可能とするため、配偶者同行
休業の制度を創設するためのものです。

そ
の
他

議案４７　団体営土地改良事業の計画概要の変更
平成２５年１２月２０日第１１０号議案として議決された団体営土地改
良事業の計画概要について、主要工事計画の変更を行うため
のものです。

人
事

議案５１～５３　鹿沼市人権擁護委員候補者の推薦
（１２ページをご覧ください。）

議案５４　鹿沼市固定資産評価審査委員会委員の選任
（１２ページをご覧ください。）

議
員
提
出
議
案

議員案５　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の
拡充を求める意見書

（１２ページをご覧ください。）

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成

可決可決
賛成2

3名

反対  
1名賛成2
3名

反対  
1名
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注目議案の解説

クローズアップ 鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

▲大雪被害への支援対策に係る費用が計上されました。

　歳入については、国県支出金、財政調整基金繰入金、市債の増額を計上し、歳出
については、臨時福祉給付金給付事業費、子育て世帯臨時特例給付金給付事業費、
大雪被害への支援対策に係る費用を計上しました。
　これにより、１８億６,７２０万４千円の増額補正を し、予算総額を４１９億４,７２０万４千円
としました。

～人情味あふれる絆のまち～

鹿沼市の予算を補正します。
■議案第４６号　　鹿沼市一般会計補正予算（第１号）について

　平成２６年７月１日診療分以降、３歳から小学校就学前の子どもが、鹿沼市内に加
え旧西方町地域の医療機関等で受診する場合も、受給資格者証と子どもの加入して
いる健康保険証を提示することで保険診療分の医療費が無料で受診できるようにな
りました。（※保険適用外は対象になりません。）

～こども医療費助成制度が変わります～

旧西方町区域内の医療機関等が加わります。
■議案第４９号　鹿沼市こども医療費助成に関する条例の一部を改正する

条例の一部改正について

▲鹿沼市環境クリーンセンター

　鹿沼市環境クリーンセンター基幹的設備改良工事の請負契約を、川崎重工業（株）
東京本社と３２億１,８４０万円で締結するためのものです。
　鹿沼市環境クリーンセンターは、供用開始後２０年が経過し、設備の老朽化が著し
いことから、１５年の長寿命化を図るための工事を実施します。改修後は、処理能力
が向上し、稼働に伴い排出される二酸化炭素の量も２０％以上削減されます。

～施設の長寿命化を図ります～

環境クリーンセンターの改良工事が始まります。
■議案第５５号　工事請負契約の締結について

　平成２５年８月に発生した、京都府福知山市の花火大会での火災を受けて、鹿沼市
火災予防条例が改正になり、８月１日からコンロ・グリドル・ストーブ・発電機な
ど火災発生の恐れのある器具を、多数の人が集まる催しで使用する場合、「消火器の
準備」や、あらかじめ「露店等の開設届出書」を消防本部へ提出することが義務付
けられます。

～屋外イベントをより安全に～

火災予防条例が改正されました。
■議案第５６号　鹿沼市火災予防条例の一部改正について
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議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報誌は３１,０００部作成し、１部当たり約１4.4円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会

２
０
１
４
　
１
８
３
号
　
8月
２
５
日
号
　
編
集・発

行
　
鹿
沼
市
議
会
　
広
報
広
聴
委
員
会
　
〒
３
２
２
-８
６
０
１
　
鹿
沼
市
今
宮
町
１
６
８
８
-１
　
T
EL０
２
８
９
-６
３
-２
２
０
２
　
FA
X０
２
８
９
-６
３
-２
２
５
０

「
鹿
沼
市
議
会
だ
よ
り
 　
　
　
　
　
」

議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

茨城県古河市から行政視察
特別委員会委員長（芳田議員）、副委員長
（谷中議員）が出席し、様々な質問に対
応しました。短い時間でしたが、視察か
ら多くの成果を得ようとする意気込みが
伝わってきました。

木のまちかぬまをアピールしました
　７月２２日に、さくら市議会文教厚生常
任委員会より８名の皆様が、完成間もな
い粟野第一小学校の視察にお見えになり
ました。義務教育施設に、あえて本格的
な木造建築を採用した、鹿沼市の取り組
みの実態をぜひ把握したいということで
現地を視察し、担当職員より説明をうけ
ました。

議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～　 本会議の動画配信をしています。
　動画配信サイトＹＯＵＴＵＢＥで本会
議の映像を録画配信しています。鹿沼市
ホームページの「市議会」バナーより入
り、ご覧になりたい内容をクリックして
ください。
　現在、平成２６年第１回、第２回定例会
の映像がご覧になれます。

8/25 26 27 28 29 30 31

9/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 10/1 2 3 4 5

8月 10月
月 火 水 木 金 土 日

9月

10：00
議会運営委員会

10：00
決算特別委員会

10：00
決算特別委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

10：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページまた
は議会事務局までお問い合わせください。（電話６３－２２０３）

　５月１５日に茨城県古河市議会より１６名
の皆様が行政視察にお見えになりました。
研修内容は「議会基本条例制定に向けた
取り組み及び運営」でした。古河市では、
条例制定に向けて調査特別委員会が組織
されており、様々な検討や調査を進めて
います。平成２３年８月に条例を制定して
いる鹿沼市の条例制定までの経過、制定
後の実践等を調査し、条例への理解を更
に深めたいとのことでした。
　鹿沼市議会からは大貫議長、議会改革

表紙の写真は
　６月２４日、横根高原の鹿沼市前日光牧
場で牛の放牧が始まりました。一昨年は
福島第一原子力発電所の事故の影響で実
施しませんでしたが、昨年は再開。今年
は更に範囲を広げて放牧しています。約
２０頭の肉牛、乳牛が１１月中旬までここで
過ごします。


